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ロンドンオリンピック(第３０回夏季オリンピック 7 月 27 日～8月１２日まで開催)もたけなわですね｡男子サッカ

ーが３大会ぶりの８強入りを決めた日本は、今日(25:00)から、１次リーグＤ組最終戦でホンジュラスと対戦しま

す｡勝つか引き分ければＤ組１位、敗れると２位通過となります｡２位なら準々決勝でブラジルと対戦することが有

力です｡勝って次戦を迎えたいところです｡なでしこは、準々決勝ブラジル８月３日(25:00)と対戦します｡ 中 村 

～下請債権保全支援事業と地域建設業経営強化融資制度

の期限が延長されました～ 
以前の事務所ニュースにも掲載致しました、「建設企業等が元請建設企業に対して有する債権（手形を含む。）に

ついて、ファクタリング会社が支払保証を行うことにより、下請建設企業等の債権保全を支援する」制度である『下

請債権保全支援事業』と「建設業者が、公共工事請負代金債権を担保に事業協同組合等又は一定の民間事業者から

出来高に応じて融資を受けられるとともに、保証事業会社の保証により、工事の出来高を超える部分についても金

融機関から融資を受けることが可能となる制度」である『地域建設業経営強化融資制度』の期限がそれぞれ平成 25

年 3月 31日まで延長されました。 

 『下請債権保全支援事業』、『地域建設業経営強化融資制度』ともに、東日本大震災の被災地域における災害廃棄

物の撤去等に係る債権も新たに対象となりました。 

 詳しい事業・制度の流れについては下記のお問合せ先を参照下さい。 

『下請債権保全支援事業』のお問い合わせ 

 国土交通省 建設市場整備課・建設業課 ０３－５２５３－８２８１ 

  関東地方整備局 建設産業第一課    ０４８－６００－１９０６ 

  財団法人建設業振興基金 業務第一部  ０３－５４７３－４５７５ 

チェックリスト、下請債権保全支援事業のファクタリング会社一覧などの詳細について 

http://www.mlit.go.jp/totikensangyo/const/sosei_const_tk2_000033.html 国土交通省のＨＰ 

http://www.kensetsu-kikin.or.jp/saimu/josei_hozen.html (財)建設業振興基金のＨＰ 

『地域建設業経営強化融資制度』のお問い合わせ 

  国土交通省 建設市場整備課・建設業課 ０３－５２５３－８２８１ 

  国土交通省 関東地方整備局 建設産業第一課 ０４８－６００－１９０６ 

  財団法人 建設業振興基金 業務第一部 ０３－５４７３－４５７５ 

融資のご相談先 

  事業協同組合等については下記の（財）建設業振興基金のホームページをご覧下さい。 

  URL：http://www.kensetsu-kikin.or.jp/saimu/keieikyouka.html 

 東日本建設業保証株式会社 ０３－３５４５－５１２５ 

 株式会社建設経営サービス ０３－３５４５－８５３４               （山中、中山、島根） 
 
 

 

 

 

建設業許可申請をしたら、以前勤めていた会社

で登録が残っていると言われましたがどういうことですか？ 

 

経営業務管理責任者、専任技術者、及び国家資

格者等は、名義貸し等の不正防止のため、建設 

業情報管理システムに、氏名等が登録され、全国ベース

で管理されています。審査時にシステムチェックがされ、

以前の勤務先に登録が残っている場合、申請書類は不受

理となってしまいますので、以前の勤務先で廃業届、削除

届等適正な処理を行った上で、届出書の写しを添え、改め

て申請して下さい。                  （森） 

骨も入れ替わる！？ 
骨には、骨をつくる骨芽細胞と骨を破壊する破骨細胞

とがあり、この２つがつねに活動しながら、毎日少しず

つ骨をつくり変えています。どんどん骨が伸びていく成

長期だけでなく、成人してからも、こうした新陳代謝を

繰り返すことによって、骨のしなやかな強さを保ってい

るのです。骨折をしても時間がたつと自然に治るのも、

この仕組みがあるからです。 

 骨が折れると、骨芽細胞が集まって修復をはじめます。

一方で、破骨細胞が不要な部分を壊して吸収します。 

 成人の場合、骨折などしなくても１年で約２０％の骨

が新しくなるため、計算上は、５年でからだじゅうの骨

が入れ替わることになります。このとき、何らかの理由

で、骨芽細胞よりも破骨細胞のはたらきのほうが活発に

なり破壊ばかりが進むと、骨がもろく折れやすくなって

しまいます。                （森） 
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